
平成２０年（２００８年）１月２７日市　議　会　だ　よ　りこだいら５
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木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

①
事

業
の
実
施
は
、
住
民
と
の
合
意
が
前

提
で
は
な
い
か
。

　

②
府
中
街
道
の
拡
幅
等
で
渋
滞
は

緩
和
で
き
る
と
の
意
見
も
あ
る
の
で
、

計
画
を
変
更
す
べ
き
で
は
。

　

③
住
民
の
意
向
を
調
査
し
て
は
。

市
長　

①
事
業
内
容
の
周
知
等
が
必

要
で
あ
り
、
事
業
に
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　

②
ル
ー
ト
の
変
更
は
困
難
で
あ
る
。

　

③
現
在
、
市
で
は
要
望
の
あ
っ
た

自
治
会
等
か
ら
意
見
を
聞
く
場
を
設

け
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
都
に
要

望
し
て
い
く
。

 
永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）　

①
行
政

連
絡
会
で
の
検
討
内
容
は
。

　

②
以
前
都
に
玉
川
上
水
の
横
断
は

地
下
ト
ン
ネ
ル
で
と
要
望
し
た
が
、

こ
の
案
が
最
良
と
考
え
る
か
。

　

③
青
梅
街
道
駅
東
側
の
歩
道
改
良

を
早
期
に
実
現
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
事
業
計
画
案
の
策
定
等
を
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調
整
し
て
い
る
。

　

②
都
の
検
討
結
果
や
技
術
の
進
歩

を
考
慮
し
て
、
今
後
は
地
下
案
も
含

め
た
複
数
案
を
検
討
す
る
。

　

③
都
か
ら
は
、
小
平
消
防
署
西
側

の
交
差
点
か
ら
西
武
多
摩
湖
線
踏
切

ま
で
の
路
面
補
修
や
、
歩
道
部
の
段

差
改
良
等
を
行
う
と
聞
い
て
い
る
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

①
全
体

の
推
進
計
画
が
必
要
で
は
。

　

②
大
沼
・
花
小
金
井
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
検
討
状
況
は
。

　

③
な
ぜ
補
助
金
が
１
地
域
５
百
万

円
程
度
と
な
っ
た
の
か
。

市
長　

①
現
在
検
討
し
て
い
な
い
が
、

第
三
次
長
期
総
合
計
画
で
移
動
し
や

す
い
快
適
な
町
の
実
現
を
目
指
し
て

い
る
。

　

②
平
成　

年
度
末
に
実
証
運
行
が

１９

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

　

③
公
共
交
通
に
対
す
る
基
本
的
な

考
え
方
を
ま
と
め
た
際
に
試
算
し
た

も
の
で
、
今
後
、
実
証
結
果
等
を
踏

ま
え
て
判
断
し
て
い
き
た
い
。

 
斎
藤
貴
亮
議
員
（
フ
ォ
）　

①
に
じ

バ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
と

都
バ
ス
梅　

の
理
想
と
す
る
関
係
は
。

７０

　

②
梅　

を
西
武
柳
沢
か
ら
東
大
和

７０

操
車
場
間
で
増
発
で
き
な
い
か
。

　

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
事
業

の
進
捗
状
況
は
。

市
長　

①
生
活
交
通
を
充
実
し
、
東

西
の
交
通
機
関
を
乗
り
継
い
で
目
的

地
へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
移
動
し
や

す
い
公
共
交
通
を
整
備
し
、
快
適
な
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歩道等の整備が予定されている青梅街道
（青梅街道駅東側）

町
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

②
運
行
に
係
る
５
市
１
町
及
び
都

と
の
話
し
合
い
が
必
要
と
考
え
る
。

　

③
平
成　

年
度
末
を
め
ど
に
実
証

１９

運
行
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

 
浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）　

①
今
後

の
に
じ
バ
ス
の
運
行
は
。

　

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
課

題
に
対
す
る
見
解
は
。　

　

③
市
境
区
域
に
は 
デ 
マ
ン
ド
バ
ス

※

方
式
が
有
効
で
は
。

市
長　

①
新
た
な
運
行
シ
ス
テ
ム
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を
分
析
、
検

証
し
た
上
で
考
え
る
。　

　

②
運
営
主
体
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
組
織
が
主
体
的
に
運
営
し
、
行
政

が
支
援
す
る
形
を
考
え
て
い
る
。

　

③
人
口
分
布
を
踏
ま
え
、
定
時
・

定
路
線
の
運
行
方
式
で
、
地
域
内
の

生
活
交
通
に
よ
り
カ
バ
ー
す
る
こ
と

が
最
善
と
考
え
る
。

※
デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
は

　

定
時
・
定
路
線
で
運
行
す
る
方
式

と
は
違
い
、
利
用
者
か
ら
の
事
前
連

絡
に
応
じ
て
、
バ
ス
が
基
本
路
線
以

外
に
利
用
者
の
い
る
場
所
に
寄
る
な

ど
、
予
約
方
式
を
代
表
例
と
し
た
利

用
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
バ
ス
の
こ
と
。
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華
表　

暁
議
員
（
共
産
）　

①
開
発

計
画
が
よ
り
地
域
と
共
存
共
栄
で
き

る
よ
う
な
方
法
が
な
い
か
。

　

②
業
者
に
有
利
な
都
市
計
画
法
等

に
対
す
る
見
解
は
。

　

③
（
仮
称
）
地
区
計
画
提
案
型
ま

ち
づ
く
り
条
例
の
検
討
状
況
は
。

市
長　

①
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
中
で
連
携
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
位
置
づ
け
て
お
り
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
検
討
を
開
始
し
た
。

　

②
健
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

阻
害
す
る
行
為
が
あ
れ
ば
、
対
策
等

を
国
や
都
に
要
望
し
て
い
く
。

　

③
条
例
策
定
の
基
本
方
針
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。

 
虻
川　

浩
議
員
（
公
明
）　

①
市
長

の
助
言
に
法
的
強
制
力
は
あ
る
か
。

　

②
条
例
の
目
的
と
限
界
は
。

　

③
今
後
の
課
題
は
。

市
長　

①
法
律
等
を
越
え
た
指
導
は

で
き
な
い
た
め
、
事
業
主
の
任
意
の

協
力
が
前
提
で
実
現
さ
れ
る
。

　

②
目
的
は
、
良
好
な
住
環
境
の
形

成
及
び
安
全
で
快
適
な
都
市
環
境
を

備
え
た
市
街
地
を
形
成
す
る
こ
と
で
、

限
界
は
、
大
規
模
開
発
事
業
等
は
市

の
条
例
で
定
め
た
項
目
な
の
で
、
事

業
主
の
拒
否
等
が
考
え
ら
れ
る
。

　

③
市
の
条
例
等
で
は
指
導
に
限
界

が
あ
る
の
で
、
国
等
に
制
度
の
整
備

を
要
望
し
た
い
。

 
鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）　

①
建

築
行
政
事
務
は
市
町
村
の
事
務
で
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与
す
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る
と
都
は
述
べ
て
い
る
が
見
解
は
。

　

②
行
政
指
導
が
あ
っ
て
も
建
築
で

き
る
の
は
、
市
に
許
認
可
権
が
な
い

か
ら
で
は
な
い
か
。

　

③　

市
の
状
況
は
。

２６

市
長　

①
建
築
行
政
事
務
を
都
市
計

画
行
政
事
務
と
一
体
的
に
処
理
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。

　

②
行
政
指
導
は
任
意
の
協
力
が
前

提
な
の
で
、
市
が
建
築
確
認
事
務
を

行
っ
て
も
建
築
は
可
能
で
あ
る
。

　

③　

市
が
実
施
し
て
い
な
い
。

１８

 
苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）　

①
今
後

の
予
定
は
。

　

②
広
大
な
土
地
に
住
民
以
外
が
立

ち
入
る
こ
と
が
で
き
ず
に
閉
じ
ら
れ

た
空
間
に
な
る
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
観
点
か
ら
問
題
で
は
。

市
長　

①
土
地
利
用
構
想
を
土
地
利

用
審
議
会
に
諮
問
し
、
そ
の
答
申
を

踏
ま
え
周
辺
の
住
環
境
に
配
慮
し
た

計
画
に
な
る
よ
う
、
事
業
主
へ
の
指

導
等
を
検
討
す
る
。

　

②
花
小
金
井
南
中
学
校
に
隣
接
し

て
地
域
開
放
型
体
育
館
用
地
を
購
入

す
る
と
と
も
に
公
園
緑
地
を
設
け
、

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

形
成
の
支
援
を
し
て
い
く
。

 
津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

①
周
辺

道
路
の
交
通
安
全
対
策
は
。

　

②
地
域
開
放
型
体
育
館
の
検
討
状

況
は
。

　

③
提
供
さ
れ
る
公
園
等
に
健
康
遊

具
を
配
置
す
べ
き
で
は
。

市
長　

①
事
業
主
に
は
出
入
り
口
の

配
置
等
の
対
策
を
誘
導
し
た
が
、
開
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発
後
の
状
況
を
見
き
わ
め
検
討
す
る
。

教
育
長　

②
花
小
金
井
南
中
学
校
に

隣
接
す
る
約
２
千
平
方
�
の
土
地
の

取
得
を
準
備
し
て
い
る
。
今
後
、
具

体
的
な
検
討
に
入
る
予
定
で
あ
る
。

市
長　

③
市
民
参
加
の
整
備
懇
談
会

で
、
事
業
者
と
調
整
を
図
り
た
い
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）　

①
市
役

所
で
継
続
的
に
訓
練
で
き
な
い
か
。

　

②
市
役
所
内
に
市
の
軽
作
業
を
受

け
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
就
労
移
行
支
援
事
業
の
活

用
は
実
効
性
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら

に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
短
期
間
の
職

場
体
験
実
習
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　

②
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、

平
成　

年
度
か
ら
定
期
的
に
職
場
体

１８

験
実
習
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
も
公
共
施
設
を
活
用
し
た
就
労
訓

練
を
実
施
し
た
い
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

①
幼
児

期
ま
で
に
障
害
を
発
見
し
、
早
期
に

対
応
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
検

討
で
き
な
い
か
。

　

②
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
考
え
は
。

　

③
乳
幼
児
期
か
ら
就
労
ま
で
一
貫

し
て
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
の
検
討
は
。

市
長　

①
健
診
で
発
達
遅
滞
が
疑
わ

れ
る
場
合
、
専
門
医
に
依
頼
し
て
発

達
健
診
を
行
い
、障
害
の
早
期
発
見
、

早
期
療
育
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

②
考
え
て
い
な
い
。
都
に
多
摩
地

域
へ
の
設
置
を
要
望
し
て
い
る
。
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克
彦
議
員
（
共
産
）　

市
は
事

業
の
改
善
を
求
め
る
声
に
こ
た
え
て

き
た
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
改
善

を
検
討
し
て
い
る
か
。

市
長　

こ
れ
ま
で
は
初
乗
り
料
金
の

補
助
を
し
て
き
た
が
、
利
用
し
に
く

い
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
平
成　

年
２０

度
に
は
現
行
の
予
算
の
範
囲
内
で
福

祉
タ
ク
シ
ー
券
を
定
額
券
に
変
更
し
、

一
度
に
利
用
す
る
枚
数
の
制
限
を
な

く
す
検
討
を
し
て
い
る
。
発
行
枚
数

な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
改
善
内

容
が
固
ま
り
次
第
、
利
用
者
に
説
明

会
を
実
施
し
、
意
見
を
聞
く
中
で
最

終
的
な
決
定
を
し
た
い
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

①
平

成　

年
度
の
繰
越
金
額
は
。

１８

　

②
減
免
制
度
を
充
実
し
て
は
。

　

③
な
ぜ
訪
問
介
護
で
散
歩
介
助
が

保
険
適
用
さ
れ
な
い
の
か
。

　

④
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
利
用
者
本
位

に
改
善
す
べ
き
で
は
。

市
長　

①
約
３
億
５
千
百　

万
円
で

４４

あ
る
。

　

②
平
成　

年
７
月
か
ら
通
所
介
護

１９

等
利
用
者
助
成
事
業
を
開
始
し
た
。

　

③
平
成　

年
の
厚
生
省
通
知
に
よ

１２

り
、
単
な
る
外
出
の
介
助
は
訪
問
介

護
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
認
め
て
い
な
い
。

　

④
さ
ら
に
わ
か
り
や
す
い
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
中
で
あ
る
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

①
決
定

さ
れ
た
保
険
料
と
市
長
の
見
解
は
。

　

②
広
域
連
合
は
被
保
険
者
の
負
担

増
な
ど
へ
の
対
応
を
考
慮
す
る
よ
う

要
望
活
動
し
て
き
た
が
、
決
定
内
容

に
対
す
る
見
解
は
。

市
長　

①
所
得
割
率
６
・　

％
、
均

５６

等
割
額
３
万
７
千
８
百
円
、
賦
課
限

度
額
は　

万
円
で
あ
る
。
高
齢
者
の

５０

負
担
増
を
抑
え
る
た
め
に
区
市
町
村

が
一
般
財
源
を
投
入
し
て
い
る
が
、

さ
ら
な
る
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

　

②
関
係
団
体
の
努
力
の
結
果
と
考

え
る
が
、
さ
ら
な
る
負
担
軽
減
策
が

必
要
で
あ
り
、
国
や
都
に
財
政
支
援

を
求
め
て
い
く
。
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③
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支

援
体
制
を
つ
く
り
た
い
。

 
滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

①
障
害

者
の
就
労
の
あ
る
べ
き
姿
は
。

　

②
計
画
で
は
平
成　

年
度
末
に
は

２３

福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
へ
移
行
す

る
目
標
値
を　

人
と
設
定
し
て
い
る

２７

が
、
達
成
の
た
め
の
施
策
は
。

　

③
支
援
制
度
の
周
知
徹
底
は
。

市
長　

①
障
害
の
あ
る
人
が
、
一
般

の
職
場
で
当
た
り
前
に
働
く
地
域
社

会
を
将
来
像
と
し
て
い
る
。

　

②
作
業
所
等
の
就
労
移
行
支
援
事

業
へ
の
移
行
、
職
場
開
拓
、
職
場
体

験
実
習
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

　

③
就
労
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ

っ
と
な
ど
で
情
報
提
供
し
て
い
る
。
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�
障
害
者
就
労
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

ほ
っ
と
（
平
成　

年
５
月
開
設
）
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